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I. 
組

織
構

成

工
学

院
大

学
学

科
連

合
委

員
会

は
新

宿
キ

ャ
ン

パ
ス

に
新

宿
本

部
、

八
王

子
キ

ャ
ン

バ
ス

に
八

王
子

支
部

を
置

い
て

活
動

を

行
う

。
今

年
度

は
会

計
局

、
企

画
局

、
渉

内
局

、
渉

外
局

、
広

報
局

、
資

材
局

、
オ

リ
ク

ー
・

ア
ン

ケ
ー

ト
局

の
7
つ
の
局
に

各
委

員
を

配
属

し
て

活
動

を
行

う
。

2. 
方

針工
学

院
大

学
学

科
連

合
委

員
会

は
下

記
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
、

本
部

と
支

部
の

枠
に

捉
わ

れ
ず

、
各

委
員

の
意

見
を

尊

重
し
合
い
、
活
動
を
実
施
す
る
。

3. 
目
的工

学
院

大
学

学
科

連
合

委
員

会
は

、
各

学
科

の
学

生
か

ら
の

要
望

を
集

め
、

各
団

体
や

本
学

に
反

映
さ

せ
、

本
会

の
企

画
や

活
動

を
通

し
て

学
生

間
の

交
流

を
促

す
。

そ
し

て
、

知
識

・
見

聞
を

深
め

さ
せ

る
こ

と
で

本
学

学
生

の
学

生
生

活
を

改
善

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

活
動

を
行

う
。

ま
た

、
学

園
の

広
報

並
び

に
本

学
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
も

目
的

と
す

る
。

4
.

 活
動

内
容

A
)

ア
ン

ケ
ー

ト
活

動

ア
ン

ケ
ー

ト
活

動
は

本
学

学
生

の
要

望
を

集
め

る
も

の
で

あ
り

、
本

会
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
に

実
施

す
べ

き
活

動
で

あ

る
。

八
王

子
、

新
宿

の
両

キ
ャ

ン
バ

ス
で

本
学

学
生

、
学

園
祭

で
は

来
場

者
を

対
象

と
し

た
多

種
多

様
な

ア
ン

ケ
ー

ト
を

必
要

に
応

じ
て

実
施

す
る

。
各

企
画

で
は

実
施

前
に

事
前

・
直

前
ア

ン
ケ

ー
ト

を
、

実
施

後
に

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

す
る

。
事

前
ア

ン
ケ

ー
ト

は
、

各
企

画
の

準
備

段
階

で
本

学
学

生
の

需
要

を
調

査
す

る
た

め
に

行
い

、
要

望
を

反
映

で
き

る
よ

う
な

質
問

を
設

け
る

。
直

前
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
各

企
画

の
参

加
者

の
情

報
を

集
め

、
各

企
画

が
よ

り
円

滑
に

運
営

で
き

る
よ

う
な

質
問

を
設

け
る

。
事

後
ア

ン
ケ

ー
ト

は
、

各
企

画
の

意
見

や
改

善
点

を
収

集
す

る
た

め
に

行
い

、
各

企
画

の
満

足
度

や
委

員
の

対
応

な
ど

に
関

す
る

質
問

を
設

け
る

。
ま

た
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
の

一
部

を
他

団
体

に
も

共
有

し
、

本
学

の
発

展
に

貢
献

す
る

。

B
)

前
期

企
画

学
生

間
の

交
流

を
促

し
、

今
年

度
は

今
後

の
学

生
生

活
の

改
善

と
向

上
を

目
的

と
し

て
実

施
す

る
。

八
王

子
に

て
掲

示
板

を

用
い

た
企

画
を

実
施

し
、

本
学

学
生

が
持

つ
不

安
や

悩
み

、
そ

し
て

学
生

の
「

今
」

を
共

有
で

き
る

場
所

を
提

供
す

る
。

C
)

後
期

企
画

学
部

学
科

間
で

の
交

流
を

目
的

と
し

、
今

年
度

は
八

王
子

キ
ャ

ン
パ

ス
の

食
堂

を
使

用
し

て
ピ

ン
ゴ

企
画

を
実

施
す

る
。

企

画
中

に
ゲ

ー
ム

を
取

り
入

れ
る

こ
と

で
参

加
者

同
士

の
交

流
を

促
す

。
ま

た
、

企
画

に
は

テ
ー

マ
を

設
定

す
る

。
テ

ー
マ

に
沿

っ
た

装
飾

、
演

出
、

衣
装

を
施

す
こ

と
で

食
堂

に
て

ひ
と

つ
の

世
界

観
を

表
現

し
、

参
加

者
全

員
が

楽
し

め
る

企
画

を
作

り
上

げ
る
。

D
)

学
園

祭
へ

の
参

加

プ
レ

八
王

子
祭

、
八

王
子

祭
、

新
宿

祭
に

参
加

す
る

。
ス

テ
ー

ジ
企

画
、

模
擬

店
に

参
加

し
、

学
園

祭
に

協
力

す
る

こ
と

で

盛
り

上
げ

る
。

ま
た

、
来

場
者

に
対

し
て

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

学
園

祭
の

満
足

度
と

改
善

点
を

集
計

し
、

次
年

度
以

降
の

学
園
祭
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

E
)

大
抽

選
会

新
宿

祭
に

て
実

施
す

る
。

来
場

者
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

回
答

し
て

い
た

だ
き

、
抽

選
に

て
協

賛
品

ま
た

は
景

品
を

用
意

し
期

待

感
を

高
め

る
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

内
容

と
し

て
新

宿
祭

の
各

コ
ン

テ
ン

ツ
の

満
足

度
や

、
次

年
度

以
降

に
つ

な
が

る
設

問
を

用
意

す
る

。
よ

り
多

く
の

来
場

者
に

回
答

し
て

い
た

だ
く

た
め

対
面

形
式

で
は

な
く

、
w
e
b
上

で
実
施

可
能

な
も
の

に
す
る

。
得
ら

れ
た

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
は

本
会

だ
け

で
は

な
く

他
団

体
に

共
有

す
る

こ
と

で
、

学
園

祭
の

発
展

に
寄

与
す
る

。

F)
他

大
学

と
の

交
流

本
会

の
渉

外
局

を
主

体
と

し
て

、
他

大
学

と
の

交
流

を
実

施
す

る
。

他
大

学
と

交
流

を
通

し
て

新
た

な
知

識
、

価
値

観
を

吸

収
し

、
本

会
の

活
動

向
上

に
つ

な
げ

る
。

今
年

度
も

新
宿

本
部

、
八

王
子

支
部

の
両

方
で

他
大

学
と
の

交
流

を
実

施
す

る
。

他

大
学

合
同

主
催

交
流

会
へ

参
加

し
、

他
大

学
と

の
交

流
や

意
見

交
換

を
す

る
場

を
設

け
る

。
ま

た
、

他
大

学
の

学
園

祭
視

察
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

本
学

に
な

い
他

大
学

特
有

の
も

の
を

習
得

し
、

本
学

・
本

団
体

の
活

動
へ

の
反

映
を

図
る

。
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